
都立目黒高等学校　　　　：〒153-0052 目黒区祐天寺2丁目7－15
トキワ松学園中学高等学校：〒152-0003 目黒区碑文谷4丁目17－16　

「めぐろう」「日韓高校生交流」「ティーンズ・フェスタ」をしっかりとサポートしてくれた人たちを紹介します。

夏休みの合宿

都立駒場高等学校：〒153-0044 目黒区大橋2丁目18－1 
都立国際高等学校：〒153-0041 目黒区駒場2丁目19－59　

七夕飾りジャック・オー・ランタン

平成24年度後期生徒会

生徒会選挙について話し合い中…

「列車と歩む」武田真梨子（全国大会）

・
生
徒
会
選
挙
の
呼
び
か
け

・
生
徒
総
会
の
司
会
進
行

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

�「
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
フ
ェ
ス
タ
」
の
司
会
進
行
（
校
外
）
／
気
仙
沼
高
校

野
球
部
と
の
練
習
試
合
の
応
援
（
校
内
）
／
募
金
活
動
（
校
外
）

・
紙
パ
ッ
ク
回
収

・�

学
校
説
明
会
や
卒
業
式
の
お
手
伝
い
な
ど
…

　
と
て
も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
!!

・
制
服
が
か
わ
い
い
！
（
書
記
）

・
校
舎
が
キ
レ
イ
（
副
会
長
）

・
体
育
祭
の
応
援
団
の
応
援
が
す
ご
い
（
書
記
）

・
ダ
ン
ス
部
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
！
（
副
会
計
）

・
生
徒
の
ノ
リ
が
良
い
（
副
会
計
）

・
購
買
の
パ
ン
や
丼
も
の
が
美
味
し
い
（
書
記
）  

ぜ
ひ
目
高
に
来
て
み
て
下
さ
い
☆
☆

　
昨
年
末
に
開
か
れ
た
東
京
都
高
等
学
校
文
化
祭
（
都
大
会
）
写
真
部
門
中
央
大
会
で
、
本

校
か
ら
五
名
・
七
作
品
が
入
選
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今

年
の
夏
に
長
崎
県
で
開
か
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
全
国
大
会
）
へ
、
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！　

部
の
仲
間
が

「
全
国
大
会
」
出
場
。
部
員
全
員
、
ま
す
ま

す
気
合
が
入
り
ま
す
！

　
一
年
の
流
れ
に
沿
っ
て
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

●
四
月

　
　
新
入
生
を
歓
迎
す
る
生
徒
会
の
日
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

●
九
月

　

�　
一
学
期
か
ら
準
備
し
て
き
た
、文
化
祭
の
中
夜
祭
を
運
営
し
ま
す
。
中
夜
祭
で
は
、

三
年
生
の
ク
ラ
ス
劇
の
Ｐ
Ｒ
、
有
志
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
あ

り
ま
す
。

●
二
月

　

�　
我
が
校
の
文
化
部
が
一
同
に
活
動
成
果
を
発
表
す
る
文
化
部
発
表
会
と
い
う
行
事

に
お
い
て
、
マ
フ
ィ
ン
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
毎
月
手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
階
段
の
踊
り
場
に
掲
示
し
た
り
、
季

節
の
飾
り
付
け
を
行
っ
た
り
、
中
学
生
へ
の
学
校
説
明
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
執
行
委
員
会
で
は
、   

学
校
生
活
に
小
さ
な

楽
し
み
を
。
行
事
に
大
き
な
工
夫
を
。  

と
、  

常
に
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
本
物
志
向
」。

　

日
々
の
学
校
生
活
に
花
を
添
え
る
季
節
の
飾
り
で
は
、

例
え
ば
七
夕
で
は
神
社
か
ら
分
け
て
い
た
だ
い
た
本
物
の

笹
を
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
は
役
員
自
ら
カ
ボ
チ
ャ
を
く
り

ぬ
き
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
を
制
作
、
展
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
中
夜
祭
の
花
火
は
一
般
的
な
花
火
大
会
で

も
使
わ
れ
て
い
る
本
格
的
な
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

任
期
は
二
月
ま
で
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
イ
ク
ォ
リ

テ
ィ
ー
な
伝
統
が
続
け
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
写
真
部
は
中
高
あ
わ
せ
て
十
三
名
。
普
段
は

校
外
の
撮
影
会
を
中
心
に
、
写
真
展
で
の
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
夏
休
み
に
初
め
て
合
宿
を
行
い
ま

し
た
。
場
所
は
Ｓ
Ｌ
で
有
名
な
静
岡
県
の
大
井

川
鐵
道
。
木
造
の
駅
舎
も
多
く
、
被
写
体
に
困
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
合
宿
で
部
員

全
員
が
写
真
の
腕
を
あ
げ
、
秋
に
開
か
れ
た
写
真

展
で
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
芸
大
学
駅
周
辺
の
商
店
街
に
も
よ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を

見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
被
写
体
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
私
た
ち　
　
　
は
基
本
的
に
は
週
３
回
、
イ
ベ
ン
ト

前
は
毎
日
、
校
舎
の
最
上
階
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
常
に
何
か
し
ら
に
向
け
て
大
忙
し
の

私
た
ち
で
す
が
、
そ
の
分
一
つ
ひ
と
つ
の
舞
台
を
大
切

に
踏
み
し
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
夏
休
み
週
５
で
６
時
間

踊
り
狂
っ
て
迎
え
る
桜
陽
祭
は
、
と
に
か
く
色
々
な
意
味

で
ア
ツ
い
！　

ま
た
、
毎
年
度
の
締
め
く
く
り
で
あ
る

「P
ow

er O
f D

ance

」
は
、
１
年
８
カ
月
と
い
う
短

く
も
濃
いKD

C
 life

を
送
っ
て
き
た
２
年
生
の
ラ
ス
ト

ス
テ
ー
ジ
と
な
る
た
め
、
そ
の
情
熱
・
プ
ラ
イ
ド
・
ダ
ン

ス
愛
が
詰
ま
っ
て
い
て
涙
な
し
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。：
）

　
私
た
ち
の
持
ち
味
は
た
だ
の
モ
ン
ス
タ
ー
部
活
で
は
な
い
と
こ
ろ
。

　
一
人
ひ
と
り
が　
　
　
の
一
員
で
あ
る
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
地
道
な
基
礎
練
習
を
決
し
て

お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、「
魅
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
自
分
で
は
な
く
人
の
記
憶
に
残
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。
個
性
や
感
性
を
ぶ
つ
け
合
い
、
生
か
し
合
い
、
こ
れ
か

ら
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
作
品
を
創
り
続
け
ま
す
。
全
員
合
わ
せ
て
１
０
０
％
×
人
数
分
の
ス

テ
ー
ジ
を
。
私
た
ち
の
青
春
の
結
晶
を
、
桜
陽
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
「
魅
せ
ら
れ
に
」

来
て
く
だ
さ
い
。B

e cool, B
e hot, B

e sexy!


